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R2.05.18（月）花巻市総合教育会議 

中学校部活動の現状と課題 

 

１ 市内運動部活動の現状 

⑴ 市内運動部活動の状況（H27→R１推移） 

 ・ 運動部に所属する生徒数は、令和元年度2,004人で、平成27年度に比べ14.3ポイント減少し 

ている。 

・ この間の在籍生徒数の減少は8.1ポイントであることから、少子化に伴う在籍生徒数の減少 

に加え、中学生の運動部離れが進行しているといえる。 

   ・ 各部活動別にみると、小学校段階から盛んに取り組んでいると思われる競技の減少率が特 

に大きいことがわかる。 

 （例） 剣道男子：32.4ポイント減  バレーボール女子：26.2ポイント減 

   ・ 総じて部員数が減少している中にあって、陸上部は26.9ポイント増加している。可能性と 

して考えられることは、     

・陸上部ではスポーツ少年団、父母会練習等がないこと。生徒の負担だけではなく、保護者 

の負担が少ないことが部活動選択の理由の一つとなっている。 

・他競技に比べ、練習、練習試合、大会等で土日が拘束されないこと。 

・ほとんどの部員は中学生から本格的に競技を始めること（ジュニア経験の影響が少ない）。 

・他のクラブチームや習い事との両立を図るため（部活動全員加入のため）。 

 ・ 部活動の選択肢が少ないという問題の一方で、さまざまな部活動を仮に用意したとしても、 

選択肢に入らない（入れられない）という問題があることも考えなければならないこと。 

  

【資料】運動部活動の状況（詳細は別紙資料№１） 

 令和元年度 平成27年度 

 男女計 男子 女子 男女計 男子 女子 

在籍数（人） 2,491 ▲ 8.1 1,301 1,190 2,710 1,422 1,288 

運動部員数（人） 2,004 ▲14.3 1,162 842 2,338 1,348   990 

運動部加入率（％） 80.4 ▲ 5.9 89.3 70.8 86.3 94.8 76.9 

運動部設置数（部） 136 ▲ 2   71 65 138 72 66 

（参考 部員数）       

 令和元年度 平成27年度 

 男女計 男子 女子 男女計 男子 女子 

陸上競技 118 △26.9 66 △17.9 52 △40.5 93 56 37 

剣道 122 ▲27.4 69 ▲32.4 53 ▲19.7 168 102 66 

バレーボール 212 ▲23.7 91 ▲20.2 121 ▲26.2 278 114 164 

  

２ 休部・廃部等の状況（過去３カ年） 

  生徒数の減少、運動部活動加入率の低下により、各校の部活動規模が縮小し、合同チームを編成 

しなければ大会出場ができない学校が増えている。 

 競技別でみると、野球、バレーボール、ソフトボールが特に多くなっている。 

 ⑴ 休部、廃部の状況 

・平成29年度 花巻北中：ソフトボール（休部→H30廃部） 

・平成30年度 花巻北中：卓球女子（募集停止）、石鳥谷中：水泳部 
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 ⑵ 合同チームの状況 

   ・平成29年度 新人戦：バスケットボール（花巻北中・西南中） 

              ソフトボール（湯本中・東和中） 

   ・平成30年度 新人戦：野球（花巻北中・矢沢中）（大迫中・石鳥谷中） 

              バレーボール女子（湯本中・西南中） 

              バレーボール男子（大迫中・石鳥谷中） 

              ソフトボール（不参加：宮野目中）（西南中・東和中） 

   ・令和元年度 中総体：野球（花巻北中・矢沢中）（大迫中・石鳥谷中） 

          新人戦：野球（花巻北中・矢沢中）（大迫中・石鳥谷中） 

バレーボール男子（花巻中・花巻北中） 

              バレーボール女子（南城中・湯本中） 

              ソフトボール（矢沢中・宮野目中） 

 

３ 部活動の在り方検討会議 

学校における働き方改革の流れを受けて、国、県において部活動のガイドライン、基本方針等の

策定が進められてきた。当市においても平成 30 年 8 月に方針を策定、令和２年 2 月に改定を行っ

ている。 

※H28    文科省「公立小・中学校教員勤務実態調査の分析結果」 

※H29.8   中教審「学校における働き方改革に係る緊急提言」 

※H29.12   文科省「学校における働き方改革に関する緊急対策」 

・H29.2.6  平成28年度第１回部活動等在り方検討会議 

・H29.3.13  平成28年度第２回部活動の在り方検討会議 

         →部活動休養日及び活動時間の基準を設定 

① 平日週１日及び第２、第４日曜日を休養日とする 

② 平日２～３時間程度、土・日・長期休業中等は３～４時間以内とする。 

・H29.4   休養日、活動時間の基準を弾力的に実施。 

・H29.7   同基準を基本的に実施。 

※H30.3   スポーツ庁「運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」 

※H30.6   県教委「岩手県における部活動の在り方に関する方針」 

  ・H30.7.17  平成30年度花巻市部活動等在り方検討会議 

・H30.8.8  部活動に係る意見交流会（校長、ＰＴＡ会長） 

         →『花巻市部活動の在り方に関する方針』を提案・策定   

          ・学校の部活動に係る活動方針  ・年間活動計画表 

  ・部活動指導員の学校への配置  ・外部コーチへの依頼と連携した指導 

・部活動休養日及び活動時間の基準 …など 

① 週当たり２日以上（平日１日以上、週末１日以上）の休養日を設ける。 

② 長くても平日は２時間程度、学校の休業日は３時間程度とする 

  ※H30.10   文化庁「文化部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」 

  ・Ｒ1.5   令和元年度第１回部活動等在り方検討会議 

※Ｒ1.8   県教委「岩手県における部活動の在り方に関する方針」（改定版） 

・Ｒ2.2   令和元年度第２回部活動等在り方検討会議 

         →『花巻市部活動の在り方に関する方針』（改定版）を提案・策定 

          ・文化部活動に係る項目の明記  ・熱中症事故の防止等 

「部活動は、生徒の自主的・自発的な参加により行われるもの」と明記 
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４ 部活動指導員の配置 

教員の長時間労働の是正、競技経験のない顧問の負担軽減、指導体制の充実を図ることなどを目 

的に、平成30年度より部活動指導員（会計年度任用職員）の配置を進めている。 

・H30.8～  石鳥谷中学校への部活動指導員２名配置 

→ 学校現場における働き方改革のモデル校事業 

  ・Ｒ１    市内11中学校へ20名の部活動指導員の配置 

  ・Ｒ２    市内11中学校へ部活動指導員の配置 

         → ８校に19名配置（R2.4.3時点。残り３校には順次配置） 

 

５ 調査結果から見える部活動の状況 ～生活アンケートより（H30・R1）～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・平日１日以上の休養日が確保されている生徒  ・部活動時間が平日２時間以内となっている生徒 

 は87.9％で、ほぼ前年度並みとなっている。   は50.8%。前年度比3.3ポイント増となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・平日の部活動終了時刻が20時を超える生徒は 

 29%で、前年度比2.0ポイント減となっている。 ・休日の部活動時間が３時間以内となっている 

                        生徒は、46.3%。前年度比0.8ポイント増である。 

 

注：アンケートの設問では「部活動」と「スポーツ少年団」「父母会練習」等を明確に定義、区別して 

いないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


